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我町のごみ処理の現状
~もっともっとごみは

減らせるはず~

今
、
社
会
的
問
題
の
一
つ
に
「
ご

み
問
題
」

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す

。

今
回
は
重
信

町
の
ご
み
の
排
出
状
況
等
を
ご
紹

介
し
ま
す

。

O

ご
み
の
排
出
量
は
?

重
信
町
の
ご
み
収
集
は
、
「

可
燃

ご
み
」
と

「

不
燃
ご
み
」
、
そ
し
て

「

粗
大
ご
み
」

の
三
分
別
で
行
わ

れ
、
そ
の
収
集

量
(
H
排
出
量
)
は

表
1

の
と
お
り
で
す
。

重
信
町
か
ら
排
出
さ
れ
た
ご
み

量
の
変
化
を
み
る
と
(
図

1

・
図

2
)、

「

可
燃
ご
み
L

は
、

平
成
元

年
度
ま
で
増
加
し

、

平
成
二
年
度
、

三
年
度
に
か
け
て
減
少
し
ま
し
た

が
、
平
成
四
年
度
か
ら
再
び
増
加

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

。

ま
た
、
「
不
燃
ご
み
」
は
、
若
干

の
増
加
は
あ
り
ま
す
が
、
人
口
の

増
加
に
伴
う
変
化
で
あ

っ
て
、

一

人
当
た
り
の
排
出

量
は
ほ
と
ん
ど

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

。

「
粗
大
ご

み
」

は
、
平
成
三
年
度
ま
で
は
増

加
し
ま
し
た
が
、
平
成
四
年
度
か

ら
は
ほ
ほ
横
ば
い
の
状
態
と
な

っ

て
い
ま
す

。

以
上

、

ご
み
の
排
出
量
を
み
て

わ
か
る
よ
う
に
、

全
体
的
に
は
増

加
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
え
ま
す

が
、
今
の
段
階
で
あ
れ
ば
、
ご
み

ごみ排出量の推移

年 昭和61年 昭和62年 昭和63年 平成元年 平成2年 平成3年 平成4年 平成5年 平成6年

人 口 (人) 20.417 20.465 20.574 20.758 20 ,765 20 ,812 20.909 21, 130 21 , 618 

世帯数(世帯) 6 , 470 6 , 509 6 , 563 6 , 651 6.722 6.796 6 ,913 7.027 7 , 268 

可燃ごみ( t ) 3 ,293 3 , 442 3 , 656 4.082 3 ,744 3 , 738 3.933 4 , 126 4 , 158 

不燃ごみ( t ) 890 898 1 , 084 986 l.149 1 ,044 l. 010 1 , 028 1 ,044 

粗大ごみ( t ) 184 354 389 501 613 803 772 781 656 

メIコ品、 計( t ) 4.367 4.694 5 , 129 5 , 569 5 ,506 5 , 585 5.715 5 , 935 5 , 858 

l人旧当たリの排出量 (g) 586 627 683 735 726 733 749 770 742 

(表1)

一
般
会
計
道
路
橋
梁
新
設

改
良
事
業
な
ど
三
億
六
千

三
百
万
円
を
補
正

第
百
五
十
六
回
重
信
町
議
会
定

例
会
は
六
月
二
十
三
日
に
招
集
さ

れ
、
六
月

二
十
九
日
ま
で
七
日
間

の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た

。

提
出
さ
れ
た

三
億
六
千
三
百
二

万
七
千
円
(
累
計
五
十
八
億

三
千

三
百

二
万
七
千
円
)
の
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
、
十
三
議
案
が
審

議
さ
れ
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り

可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

産
業
建
設
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た

「

新
食
糧
法
の
施

行
・

運
用
な
ら
び
に
七
年
産
米
政

付
買
入
価
格
に
関
す
る
陳
情
」
に

つ
い
て
は
採
択
し
、
意
見
書
を
関

係
機
関
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
、

総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た

寸
敬
老
自
治
体
宣
言
の
議
決
を
求

め
る
陳
情
書
」

に
つ
い
て
は
趣
旨

採
択
と
な
り
ま
し
た

。

一
般
質
問
は
四
名
の
議
員
か
ら
、

環
境
問
題
、
焼
却
場
建
設
関
係
、

農
用
地
整
備
、
給
食
の
食
器
改
善
、

墓
地

、

農
業
問
題
、
道
路
関
係
な

ど
多
方
面
に
わ
た

っ

て
行
わ
れ
ま

し
た
。

以
下
議
決
さ
れ
た
主
な
も

の
は
、

次
の
と
お
り
で
す

。

。
一
般
会
計
補
正
予
算

O

老
人
福
祉
事
業

八

一
、
四
八
八
千
円

。

道
路
橋
梁
新
設
改
良
事
業

一
九
四
、
七
五
四
千
円

。
工
事
請
負
契
約

拝
志
小
学
校
北
校
舎
の
大
規
模

改
造
工
事
を
、

一
億
九
百
十
八
万

円
で
森
貞
建
設
株
式
会
社
と
、
工

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を

可
決
し
ま
し
た

。

。
国
保
税
条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税
の
最
高
限
度

額
五
十
万
円
を
、
五
十

二
万
円
に

引
き
上
げ
す
る
も
の
で
す

。

士
山
寄

附

「目と皮膚の健康」

篤重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

次
の
方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下

さ
い
ま
し
た

。

西
川
伸

一
さ
ん
(
北
野
田
)

中
島
貞
信
さ
ん
(
樋
口
)

医
学
祭
フ
リ
l

マ
ー
ケ
ッ
ト

の
皆
き
ん

管
野

重
春
さ
ん
(
上
林
)

宮
内
君
代
さ
ん
(
横
河
原
)

宇
都
宮
正
男
さ
ん
(
西
岡
)

青
井
利
光
さ
ん
(
上
村
)

岡
田
仁
司
さ
ん
(
北
野
田
)

14時~9月 23 日



の
排
出
量
を
抑
制
す
る
こ
と
が
十

分
に
可
能
だ
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
み
の
減
量
化
に
ご

協
力
下
さ
い
。

。
買
い
物
を
す
る
時
の
ひ
と
工
夫

①
買
い
物
に
出
か
け
る
時
、
自
分

で
袋
や
カ
ゴ
を
持
っ
て
行
け
ば
包

装
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

②
食
器
用
洗
剤
な
ど
、
中
身
を
詰

め
替
え
補
充
で
き
る
も
の
は
、
中

身
だ
け
を
買
い
ま
し
ょ
う
。

③
肉
や
魚
、
野
菜
な
ど
を
買
う
時

は
、
発
泡
ス
チ

ロ
ー

ル
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
容
器
に
パ
ッ
ク
さ
れ
た

も
の
よ
り
、
パ
ラ
売
り
さ
れ
て
い

る
も
の
を
買
い
ま
し
ょ
う
。

④
レ
ジ
で
会
計
す
る
時
に
過
剰
包

装
だ
と
思
え
ば
、
袋
や
包
装
は
い

ら
な
い
と
申
し
出
ま
し
ょ
う
。

一
人
一
人
が
工
夫
し
て
ご
み
の

減
量
に
努
め
ま
し
ょ
う

。
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ごみ排出量の推移
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62 63 元 23456
年

1人 1 日当たりのごみ排出量(図2)
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臼臼呂白回目

8月28日(月)午前10時までに
指定場所に出して下さい。

粗大ごみ回収場所

地区名 場 所 地区名 場 所

山 之内 荒木谷ノfス停 牛洲団地 ポンプ室横

樋 口 樋口公民館 f蚤磨台団地 f長磨台団地公民館

横河原 横河原一本松 上樋団地 牛i剣団地駅北京入口

志津 川 志i孝} I! グランド 南野田 南野間蔵置所西

八反地墓地南東 北 野田 大地泉南

西 阿 西岡公民館 牛糊団地図

池ノ下集会所 北野台団地 北野台団地公民館

見奈良 見奈良公民館 新 H ]A新村支所南
回 窪 田窪集荷場 上 林 思地橋

隻手薬師寺北 上林蔵置所横

田窪団地 田窪団地遊園地前 下 林 下林公民館

牛 i拘l 牛湘l公民館 上 キf ]A上村支所北

堀池公民館

町
職
員
人
事
異
動

七
月

一
日
付
で
、
次
の
よ
う
に

町
職
員
の
人
事
異
動
が
発
令
さ
れ

土
品
?
し
れ
~
。

〔
総
務
課
〕

O
係
長

〔
出
納
室
〕

主
事

〔
町
民
課
〕

主
事

〔
福
祉
課
〕

主
査
主
事

〔
産
業
課
〕 募集人員

一般事務職

応募資格

昭和45年4月 2 日以後に生まれた方で学歴は問い

ません。

試験日

平成7年9月中旬

試験科目

一次一般教養、作文

二次 面接

受験手続

平成7年9 月 5 日までに属歴書(写真貼付) と健康

診断書(胸部X線撮影による診断必要)を総務課

へ提出して下さい。

H64-200H内)

愛大医学部市民健康講座開催

役場総務課

若干名

(問い合わせ先

(
)
内
は
旧
任

。
印
は

井
絡

謀
長
補
佐
渡
部
清
則
(
制
問
課
課
長
)

O
係
長

古
用
美
砂
子
産
業
諜
主
主

O

H

池
川
英
信
(
H
)

〔
国
土
調
査
課
〕

係
長

弓
削
田
直
美
(
教
務
諜係長
)

〔
建
設
課
〕

課
長
補
佐
束
村
雅
則
(
臨
時
理
課
長
)

主
事
森
照
美
(
油
粕
教
育
課
)

〔
都
市
整
備
課
〕

O
係
長
青
木
隆
弘
(

川
前
監
構
想
叫

)

教
育
委
員
会

〔
教
務
課
〕

係
長
菅
原
富
子
(

制
批
調
査
書
)

O
係
長
渡
部
真

二
(
教
務
課
主
主

〔
社
会
教
育
課
〕

係
長
青
野

喜
代
子
(
建
設
課
係
長
)

H

森
定
(
福
祉
課
係

H
K
)

済
川
孝
子
(
出
納
室主査)

清
水
美
和
子
(
総
務
課主事
)

山
本
健
吾
(
福
祉
課主
事)

渡
部
明
徳
(
出
的
教
育
課
)

牧
正
人
(
町
民
課
主
事
)
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固
定
資
産
税

j

特
例
措
置
に
つ
い
てj

固
定
資
産
税
は
、
毎
年

一
月
一

日
(
賦
課
期
日
)
の
土
地
、
家
屋
等

の
所
有
者
に
対
し
て
、
評
価
額
を

も
と
に
算
定
さ
れ
た
課
税
標
準
額

に
、

一
・
四
%
の
税
率
を
乗
じ
て

課
税
さ
れ
ま
す

。

と
こ
ろ
で
こ
の
固
定
資
産
税
に

は
、

評
価
の
上
昇
に
よ
る
税
負
担

の
急
増
を
抑
制
す
る
調
整
措
置
や

一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
に

税
額
を
軽
減
す
る
特
例
措
置
が
設

け
ら
れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
す

か
。

以
下
に
代
表
的
な
も
の
を
簡

単
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
の
で
参

考
に
し
て
下
さ
い
。

一
土
地
に
関
す
る
こ
と

川
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準

の
特
例

O

小
規
模
住
宅
用
地

二
O
o
d

以
下
の
住
宅
用
地

(
二o
o
d

を
超
え
る
場
合
は
、

一

戸
あ
た
り

二
O
O
U

ま
で
の
部
分
)

の
課
税
標
準
額
は
、
評
価
額
の
l

/

6

と
す
る

。

O

そ
の
他
の
住
宅
用
地

小
規
模
住
宅
用
地
以
外
の
住
宅

用
地
(
二
0
0
.
町
を
超
え
る
部
分
)

の
課
税
標
準
額
は
、
評
価
額
の1
/

3

と
す
る

。

間
暫
定
的
な
課
税
標
準
の
特
例

平
成
六
年
度
の
評
価
替
え
に
伴

う
評
価
の
上
昇
割
合
に
応
じ
て
宅

地
評
価
土
地
(
宅
地
及
び

一
部
の

雑
種
地
等
)
の
課
税
標
準
額
を
、
評

価
額
の
3

/
4
1
1

/
2

と
す
る

。

平
成
六
年
度
1

平
成
八
年
度

印
臨
時
的
な
課
税
標
準
の
特
例

宅
地
を
中
心
と
し
た
地
価
下
落

に
対
応
す
る
た
め
、
山

ω
の
特
例

に
加
え
て
宅
地
評
価
土
地
の
課
税

標
準
額
を
、
評
価
額
の
3

/
4
1

1

/
2

と
す
る

。

平
成
七
年
度
、
平
成

八
年
度

ω
負
担
調
整
措
置

三
年
に
一
度
の
評
価
替
え
に
伴

う
税
負
担
の
増
加
を
緩
和
し
、
な

だ
ら
か
な
税
負
担
と
な
る
よ
う
特

例
適
用
後
の
宅
地
等
の
課
税
標
準

額
の
上
昇
割
合
に
応
じ
て
負
担
調

整
率
が
適
用
さ
れ
ま
す

。

以
上
の
山
1

仙
の
連
続
的
特
例

措
置
に
よ
り
、
平
成
七
、

八
年
度

の
固
定
資
産
税
の
負
担
調
整
率

(
対
前
年
度
税
額
伸
び
率
)
は
、
評

価
の
上
昇
割
合
に
応
じ
て
下
表
(
早

見
表
)
の
と
お
り
と
な
り
ま
す

。

法
評
価

の
上
昇
割
合
と

は
、
平
成
六

年
度
評
価
額
を
、
原
則
と
し
て
平
成

三
年
度
評
価
額
で
除
し
て
得
た
も
の

を

い
い

ま
す

。

ま
た
、
非
住
宅
用
地
と
は
、
雑
種
地

(
一
部
を
除
く
)
や
未
建
築
の
宅
地
な

ど
を
い
い
ま
す

。

こ
の
負
担
調
整
率
を
用
い
て
、

次
の
算
式
に
よ
り
税
額
計
算
が
行

わ
れ
ま
す

。

前
年
度
の
課
税
標
準
額
×

負
担
調

整
率
×
税
率
(
一
・
四
%
)
H
当
年

度
の
税
額

(
税
額
計
算
は
、
基
本
的
に
は
官
頭

に
記
し
た
よ
う
に
、
評
価
額
に
基

づ
く
課
税
標
準
額
に
税
率
を
乗
じ

て
算
出
し
ま
す
が
、
宅
地
等
に
つ

い
て
は
、
評
価
の
上
昇
に
よ
る
急

激
な
税
負
担
の
増
加
を
抑
制
す
る

た
め
、
前
掲
の
算
式
が
適
用
さ
れ

区分 評価の上昇劃合 負担調整率

4.8倍以下 1. 05 

4.8倍超 15倍以下 1.075 
住宅

15 倍超 18倍以下 l.1 
用地

18 倍超 30倍以下 1.15 

30 倍超 1.2 

3.2倍以下 1. 05 

3.2倍超 10倍以下 1.075 

非住宅 1 0 倍超 12倍以下 1.1 

用地 12 倍超 20倍以下 1.15 

20 倍超 36倍以下 1.2 

36 倍超 1. 25 ま
す

。

)

ニ
家
屋
に
関
す
る
こ
と

O

新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額
措
置

平
成
七
年
一
月
一
日
ま
で
に
新

築
さ
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
は
、
新

築
後
一
定
期
間
の
固
定
資
産
税
額

が
、
-

/
2

に
減
額
さ
れ
ま
す
。

平
成
五
年

一
月

二
日
か
ら
平
成

七
年

一
月

一
日
ま
で
に
新
築
さ
れ

た
住
宅
に
つ
い
て
の
減
額
措
置
の

適
用
関
係
は
、
次
の
と
お
り
で
す

。

①
適
用
対
象
住
宅

ア
専
用
住
宅
や
併
用
住
宅
で
あ

る
こ
と

。

(
併
用
住
宅
に
つ
い
て

は
、
居
住
部
分
の
割
合
が

l

/

2

以
上
の
も
の
に
限
ら
れ
ま
す

。

)

イ
床
面
積
要
件
:
:
:
居
住
部
分

の
床
面
積
か
四

o
d
(

一
戸
建

以
外
の
貸
家
住
宅
に
あ

っ

て
は

三
五
耐
)
以
上
二
O

o
d
以
下
で
あ
る
こ
と

。

ウ
価
格
要
件

:
:

:
課
税

台
帳
の
登
鉢
単
価
が

一

定
額
以
下
で
あ
る
こ
と

。

②
減
額
の
範
囲

居
住
部
分
の
床
面
積
が
、

一
二
O

耐
以
下
の
も
の
は

全
部
が
、

一
二
O

耐
を
超

え
る
も
の
は
、

一
二
O
げ

分
が
減
額
対
象
に
な
り
ま

す
。な

お
、

平
成
五
年

一
月

一
日
以
前
に
新
築
し
た
家

屋
の
減

額
対
象
は
、

一
O
O
可
ま
で
と
な

っ

て
い
ま
す

。

③
減
額
さ
れ
る
期
間

ア
一
般
住
宅
:
:
:

新
築
後
三
年

度
分

イ

三
階
建
以
上
の
中
高
層
耐
火

住
宅
・
・・・
・・
新
築
後
五
年
度
分

※

注
意

③
の
期
間
経
過
後
は
、

減
額
措
置
の
適
用
が
な
く
な
り
、

税
額
が
急
に
高
く
な
り
ま
す
。

平
成
七
年
度
か
ら
、
減
額
措
置

の
適
用
が
な
く

な
る
も
の
は
、
次

の
と
お
り
で
す

。

ア

一
般
住
宅
:

:
:
平
成三
年
一

月

二
日
か
ら

平
成
四
年

一
月

一

日
ま
で
に
新
築
さ
れ
た

も

の
。

イ

三
階
建
以
上
の
中
高
層
耐
火

住
宅
・
昭
和
六
四
年

一
月

二

す

日
か
ら

平
成
二
年

一
月

一
日
ま

で

で
に
新
築
さ
れ
た
も
の

。

以
上
の
措
置
は
、
町
が
公
簿
等

に
よ
り
確
認
し
、
納
税
者
毎
の
税

額
に
反
映
さ
せ
て
お
り
ま
す

。

お
問
い
合
わ
せ
は

税
務
課
固
定
資
産
税
係
へ

宮
六
四
l

二
O
O

一
刊

内
線
二
四
二

8月の納税
町県民税
第2期

国民健康保険税
第2期

バイクをなくそ うキ ャ ンベーン」

納税期限

8月 31 日(木)



歩
こ
う
、
歩
こ
う

ウ
オ
|
キ
ン
グ
(
歩
行
)
で

健
康
づ
く
り

私
た
ち
が
歩
い
た
り
走
っ
た
り

す
る
時
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
れ
く

ら
い
か
ご
存
知
で
す
か
?
歩
い
て

も
走
っ
て
も
距
離
が
同
じ
で
あ
れ

ば
、
消
費
さ
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
は

ほ
と
ん
ど
同
じ
な
の
で
す

。

一
回
走
る
の
は
自
信
が
な
い
と

い
う
人
も
、
歩
く
こ
と
な
ら

二
同

三
回
と
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
の
良
い
と
こ
ろ
で
す

重
信
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、

い
つ
で
も
、
ど

こ

で
も

、

誰
に
で

も
で
き
る
ウ
オ

|

キ
ン
グ
を
推
進

5 

し
、
楽
し
み
な
が
ら
安
全
に
歩
い

て
も
ら
う
た
め
に
、
次
の
も
の
を

用
意
し
て
い
ま
す

。

①
記
録
用
紙

歩
い
た
距
離
(

一
日
五
加
ず
つ
)

が
記
録
で
き
ま
す

。

重
信
町
を
出

発
し
、
札
幌
市
を
ゴ
ー

ル
す
る
二

千
五
百
回
を
記
録
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す

。

②
反
射
テ
ー
プ
付
タ
ス
キ

夜
間
に
歩
く
人
が
多
い
よ
う
で

す
。
光
る
タ
ス
キ
が
事
故
を
防

止

し
て
く
れ
ま
す

。

希
望
者
の
方
に
配
布
し
ま
す

。

七
月

一
日
現
在
、
三
百
十
六
名

の
方
が
登
録
し
、
健
康
つ
く
り
の

た
め
に
歩
い
て
い
ま
す
。
歩
い
た

距
離
が
五
百
同
に
な
れ
ば
銅
メ
ダ

ル
、
千
五
百
回
で
銀
メ
ダ
ル
、

二

千
五
百
回
の
ゴ
l

ル
到
着
者
に
は

金
メ
ダ
ル
を
進
呈
し
ま
す

。

⑬
役
場
町
民
諜
国
保
係

包
六
四
l

二
O
O

一
間

内
線
二
三
一

U
A
UV
A
VE
ハV
E

ハUE
〈
V
R

O
E

ハUE
A
V
且

れ
V
A
VE
ハv
a

O
E
れ

阿
国
民
年
金
証
書
の

以

下
ほ
同
店

八
月
は
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け

て
い
る
方
が

『

国
民
年
金
証
書
』

を
提
出
す
る
時
期
で
す

。

こ

れ
は
受
給
者
の
方
々
の
生
存

の
確
認
や
、
本
人
・

配
偶
者
及
び

扶
養
義
務
者
の
前
年
所
得
、
生
計

維
持
関
係
な
ど
の
審
査
を
行
い
、

今
年
の
八
月
か
ら
来
年
七
月
ま
で

の
年
金
支
払
額
を
決
定
し
、
十

二

月
期
及
び
四
月
期
の
支
払
額
を
国

民
年
金
証
書
に
書
き
込
む
た
め
に

必
要
と
な
り
ま
す

。

老
齢
福
祉
年
金
の
八
月
期
(
四

月
か

ら

七
月
分
)
の
支
払
い
が
八

月
十

一
日
か
ら
各
郵
便
局
で
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
年
金
を
受
け
取
っ

た
ら
速
や
か
に
役
場

町
民
謀
の
国

民
年
金
係
へ
国
民
年
金
証
書
を
提

出
し
て
下
さ
い
。

も
し
、
提
出
が
遅
れ
た
り
、
提

出
を

忘
れ
た
り
す
る
と
、
次
の
十

一
月
期
の
支
払
い
に
間
に
合
わ
ず
、

年
金
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す

。

ま
た
、
他
の
公
的
年
金
や
思
給

を
新
た
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
方
及
び
年
金
額
が
変
更
に
な

っ

た
方
は
、
老
齢
福
祉
年
金
の
全

額
ま
た
は
一
部
が
支
給
停
止
と
な

り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
方
は
、
『
支

給
停
止
関
係
届
』

に
公
的
年
金
や

思
給
の
証
書
ま
た
は
年
金
額
改
定

通
知
書
の
写
し
を
添
え
て
、
役
場

町
民
課
へ
提
出
し
て
下
さ
い

。

市官
ハ
VE
ハ
UE
ハ
VE
ハV
Z

ハV
A
VE

民
国
民
年
金
基
金
を

消

見

ご
存
知
で
す
か
?

M

r
x
x
x
x
x
x
y
x
x
x
x
v
版

「

将
来
の
生
活
設
計
を
立
て
な

く

て
は
・
・
・
」

「

現
在
の
貯
蓄
で
は
老
後
が
不

安
で
し
ょ
う
が
な
い

。

ど
う
し
た

p
り
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

そ
ん
な
貴
方
の
悩
み
に
お
応
え

す
る
た
め
、
国
民
年
金
基
金
が
お

手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
国
民
年
金
基
金
制
度
は
、

自
営
業
者
等
の
方
が
加
入
す
る
国

民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
が
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の

上
乗
せ
の
年
金
と
し
て
、
現
在
の

所
得
状
況
に
応
じ
、
将
来
の
生
活

設
計
に
あ
っ
た
も
の
を
組
み
立
て

る
こ
と
の
で
き
る
公
的
な
年
金
制

度
で
す

。

今
回
は
、
国
民
年
金
基
金
の
ポ

イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す

。

一
、
年
金
の
給
付
は
?

-

加
入
口
数
に
よ

っ

て
年
金
額
が

決
ま
り
ま
す

。

-

年
金
額
や
給
付
の
型
は
加
入
さ

れ
る
方
が
選
択
し
ま
す

。

一
、
毎
月
の
掛
金
?

-

選
択
す
る
給
付
の
型
、
口
数
及

び
加
入
時
の
年
齢
に
よ
っ

て
決

ま
り
ま
す

。

-

掛
金
は
ご
指
定
の
金
融
機
関
の

口
座
か
ら
自
動
引
き
落
と
し
さ

れ
ま
す

。

一
、
税
金
は
っ

・

掛
金
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税・

住
民
税
が
か
か
り
ま
せ
ん

。

-

受
け
取
ら
れ
る
年
金
は
、
公
的

年
金
等
控
除
が
、
つ
け
ら
れ
ま
す。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
国
民
年
金

保
険
料
の
口
座
振
替
(
納
付
)
と
併

せ
、
将
来
の
ゆ
と
り
と
安

心
を
積

み
重
ね
て
下
さ
い
。

「無保険(無共済)9月は

国
民
年
金
に
関
す
る

お
問
い
合
わ

せ
は

役
場
町
民
課
国
民
年
金
係

宮
六
四
ー

ニ
O
O

一
間

内
線
二
三
二



B 

問
い
合
わ
せ
・

申
し
込
み
先

町
民
会
館
社
会
教
育
課

宮
六
四
l

一
五
O
O
刊

福

寿

'ミ
学

日
時

八
月
二
十
三
日
附

午
後
一
時
三
十
分
i

町
民
会
館

第

一
・

二
研
修
室

愛
大
医
学
部
大
学
院
生

章
龍
先
生
(
中
国
)

「
未
来
に
向
か
っ
て
」

l

中
国
の
若
者
た
ち

1

場
所

講
師

演
題

水
墨
画
旬
ヒ
i
a

今
年
も
恒
例
の
ロ
ビ
1

展
を
聞

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
高
覧

の
う
え
、
温
か
い
ご
助
言
を
賜
わ

り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す

。

日
時

八
月
二
十
九
日
ω
か
ら

九
月
十
二
日
閃
ま
で

午
前
九
時
l

午
後
九
時

(
最
終
日
は
午
後
四
時
ま
で
)

場
所
町

民
会
館
玄
関
ロ
ビ
ー

主
催

重
信
四
季
水
墨
画
全

連
絡
先

橘
六
回

l

O
一
一
一
一

デ
ィ
ズ
ニ
ー
長
編
ア
ニ
メ

♂
フ
イ
オ
ン
・
キ
ン
グ
」

九
月
九
日
出

①
午
前
十
時
1

十
一
時
半

②
午
後
二
時
1

三
時
半

町
民
会
館
大
ホ
l

ル

五
百
円
(
当
日
全
員
)

親
と
子
の
良
い
映
画
を
み

る
全

重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
町
文
化
協
会

問
い
合
わ
せ
先

宮
六
四
|

七
二
四
三

宮
六
四
|

九
六
O
八

日
時

主会場
催費所

後
援

{左中
藤野

楽じり旅
一一ゆとりとマナーで再発見一一

平成7年9月 3 日(日)

午前8時30分~

トレーニ ングセンタ ー

南吉井小学校体育館

拝志小学校体育館

時

所

日

場

8 月 1 ，....， 7 日は「観光週間」て。す

日
時

十
月
十
日
ω
、
十
五
日
間

午
前
八
時
受
付
、
八
時
三
十
分

試
合
開
始
、
雨
天
の
場
合
は
、

二
十
二
日
に
順
延

場
所

重
信
川
河
川
敷
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
(
愛
媛
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

西
隣
)

ク
ラ
ス

十
月
十
日
仰
:

・
男
子
B
(
初
級
)
ダ

プ
ル
ス
、
レ
デ
ィ
ー
ス
ダ
ブ
ル

ス
計
六
十
八

ぺ
ア
(
先
着
順
)

十
月
十
五
日
間

・
:
男
子
A
(
中
級
)

ダ
ブ
ル
ス
、
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル

ス
計
六
十
八
ぺ
ア
(
先
着
順
)

※
十
月
十
五
日
制
の
男
子

A
(
中

級
)
と
ミ
ッ

ク
ス

の
か
け
も
ち

出
場
は
で
き
ま
せ
ん

。

試
合
方
法

ダ
ブ
ル
ス
の
み

ト
ー
ナ
メ

ン

ト
方
式
(
コ
ン
ソ

レ
な
し
)

六
ゲ
ー

ム
先
取

参
加
料

一
ぺ
ア
三
千
円

申
込
方
法

参
加
申
込
書
に
、
参

加
料
を
添
、
え
て
重
信
町
テ
ニ
ス

協
会
事
務
局
ま
で
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。

事
務
局
・

役
場
内

都
市
整
備
課
桐
野

主
催

重
信
町
テ
ニ
ス
協
会

後
援

重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
町
体
育
協
会

九
月
一
日
掛
か
ら
受
付
開
始
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舞台劇

「震のむこうに風がはしる」を観て
(重信おやこ劇場)

会好同碁困

囲
碁
は
、
中
国
で
発
祥
し
た
と
い
わ
れ
、
ル
ー

ル
は
簡

単
、
白
石
黒
石
で
三
六
一
目
の
盤
面
で
い
か
に
効
率
的

に
自
分
の
領
域
を
確
保
す
る
か
を
、
競
う
ゲ
l

ム
で
す
。

し
か
し
、
棋
理
の
奥
行
き
は
深
く
無
限
の
手
数
を
含

み
、
頭
の
体
操
に
な
り
老

化
防
止
に
つ
な
が
る
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
む

こ
と
が
で
き
、
息
の
長
い
趣
味
と
し
て
は
最
適
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

囲
碁
フ
ァ
ン
は
多
く
、
重
信
町
に
お
い
て
も
高
齢
の

囲
碁
愛
好
者
が
中
心
と
な
り
、
町
民
会
館
娯
楽
室
で
毎

週
火
、
金
曜
日
の
午
後
(

一
時
l

五
時
)
二
十
名
程
が
集

ま
り
自
由
に
対
局
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
全
を

母
体
と
し
て
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ

れ
か
ら
囲
碁
を
習
い
た
い
方
の
た
め
の
囲
碁
教
室
、
日

中
仕
事
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
夜
の
部
碁
会
等
、
多

く
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
必
要
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
囲
碁
を
通
じ
て
交
流
の
輪
が

広
が
っ

て
い
け
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

連
絡
先
布
安
隆

宮
六
四
!
三
九
九
一

去
る
六
月
二
十
四
日
出
、
北
吉
井
小
学
校
体
育
館
で
、
舞

台
劇
を
観
賞
し
ま
し
た

。

広
い
体
育
館
の
中
央
に
舞
台
が
設
け
ら
れ
、
い
つ
も
の

体
育
館
が
す
て
き
な
ス
テ
ー
ジ
に

早
変
わ
り

。

ザ
ワ
つ
い
て
い
た
会
場
へ
、
大
蛇
が
い
き
な
り
登
場

。
突

然
の
主
人
公
登
場
に
、
場
内
は
静
ま
り
か
え
り
、
私
達
は
く

ぎ
づ
け
に
な
り
ま
し
た

。

古
代
語
を
混
じ
え
た
劇
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
少
し
構

え
て
い
ま
し
た
が
、
思
わ
ぬ
入
り
出
し
に
胸
踊
り
、

古
の
音

色
に
や
す
ら
ぎ
を
覚
、
ぇ
、
知
ら
ず
知

ら

ず
の
う
ち
に
の
め

り
込
ん
で
い
き
ま
し
た

。

舞
台
劇
は
、
個
々
の
感
性
で
楽
し
み

、

味
わ
う
こ
と
が
で

き
、
束
の
間
の
や
す
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す

。

皆
様
も
、

一
度
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か

。

重
信
お
や
こ

劇
場
全
員

「
月
光
の
夏
」
上
映

会
を
終
え
て

(
親
と
子
の
良
い
映
画
を
み
る
会
)

「
月
光
の
夏
」

上
映
会
を
、
七
月

八
日
出
に
行
い
ま
し
た

。

久
し
ぶ

り
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
約
六
百
四

十
名
が
供
舞

・

映
画
を
鑑
賞
し
ま

し
た

。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
熱
心
に

答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

O

忘
れ
か
け
て
い
た
戦
友
を
偲
び

な
が
ら
、
改
め
て
戦
争
の
悲
哀
を

つ
く
づ
く
と
感
じ
ま
し
た
。

(
六
十
九
歳
・

男
)

O

特
攻
隊
に
つ
い
て
の
映
画
を
今

回
初
め
て
見
ま
し
た
。
今
の
若
者

達
に
は
な
い
強
い
心
を
持
っ
た
人

達
の
こ
と
を
忘
れ
ず
、
こ
ん
な
悲

し
い
こ
と
が
次
に
起
こ
ら
な
い
よ

う
、
今
の
私
達
が
深
く
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た

。

(二
十
四
歳

・

女
)

O

鎮
魂
の
情
が
こ
も
っ
た
供
舞
に

感
激
し
ま
し
た

。

戦
争
と
平
和
、

一
曲
の
ピ
ア
ノ
に
ょ
せ
る
こ
の
映

画
は
、
我
々
年
代
の
者
は
感
銘
を

受
け
ま
し
た
が
、
戦
後
生
ま
れ
の

方
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ

た
の
か
、
大
変
興
味
が
あ
り
ま
す
。

(
六
十
七
歳
・

女
)

O

久
し
ぶ
り
に
良
い
映
画
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た

。
国
の
た
め
に

戦
っ
た
純
粋
な
青
年
の
魂
が
思
い

出
さ
れ
ま
し
た

。

(
七
十
二
歳
・
男
)

-
募
集
対
象

選
科
履
修
生
(
一
年
コ
ー
ス
)

科
目
履
修
生
(
半
年
コl
ス
)

・
出
願
期
間

八
月
一
五
日
ま
で

i

祉
育
済

術
求

解

E

わ
J
福

教
経
技

探

理

科
一
攻
一
:

:
:
2
0
η

川
五
」
同
和
島
劃
払
肱
体

全
1

生
発
社
産
人
自

J
」

「

1
「

1

\
ノ

学
会

然

一次
一

科
社
自

一ト
一

活
鎌
文

ι
\

生
産
人
「
ー
ム
|
|
一

⑨

一

O
放
送
(
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
)
を
利

用
し
た
新
し
い
学
習
シ
ス
テ
ム

。
多
彩
な
教
授
陣
、
三
百
科
目
を

越
え
る
多
様
な
教
育
科
目

O
い
う
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ

で
も
学
べ
る
生
涯
学
習。

入
学
試

験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

。
詳
し
く
は

放
送
大
学
愛
媛
地
峡
学
習
セ
ン
ター

宮
二
三
|

八
五
四
四
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歌
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か

演
歌
「
矢
切
の
渡
し
」

つ
れ
て
逃
げ
て
よ

つ
い
て
お
い
で
よ

タ
ぐ
れ
の
雨
ガ
降
る
矢
切
の
渡
し

親
の
こ
こ
ろ
に
そ
む
い
て
ま
で
も

恋
に
生
き
た
い
二
人
で
す

細
川
た
か
し
他
、
何
人
か

の
歌

手
が
歌
っ
て
ヒ

y

卜

し

た

「
矢
切

の
渡
し
」

、

み
な
さ
ん
も
歌

っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
か

。

東
京
都
と
千
葉
県
の
聞
を
流
れ

る
江
戸
川

、

「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の

寅
さ
ん
シ
リ

ー

ズ
で
知
ら

れ
る
柴

又
河
岸
と
対
岸
の
松
戸
市
を
結
ぶ

渡
し
が

、

「
矢
切
の
渡
し
」で
あ
り

ま
す

。

こ

の
歌
は
、
何
故
か
私
た
ち
の

心
に
郷
愁
を
か
り
た
て
、
共
感
さ

せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す

。

江
戸
時
代
、
恋
は
ご
法
度
(
禁

止
)
で
あ
り
、
身
分
を
こ
え
た
恋
愛

は
不
義
密
通
(
不
倫
)
と
し
て
死
罪

に
す
ら

な
り
か
ね
ま
せ
ん
で
し
た

。

そ
れ
で
も
、

「
恋
に
生
き
た
い

」

の
は
、
人
間
と
し
て
当
然
の
願
い

で
あ
り
ま
す

。

見
す
て
な
い
で
ね

揺
て
は
し
な
い
よ

北
風
ガ
泣
い
て
吹
く
矢
切
の
渡
し

噂
か
な
し
い
柴
文
す
て
て

舟
に
ま
か
せ
る
さ
だ
め
で
す

人
目
を
し
の
ぶ
お
う
瀬
(
男
女

が
ひ
そ
か
に
合
う
機
会
)
も
世
間

の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

「
も
う
逃

げ
る
し
か
手
だ
て
は
な
い
」
と
思

い
つ
め
た

二
人
は
、

ふ
る
さ
と
を

す
て
て
ま
で
も
、
自
分
た
ち

の
幸

せ
を
求
め
よ
う

と
し
た

の
で
す

。

ど
こ
え
行
く
の
よ

知
ら
ぬ
土
地
だ
よ

揺
れ
な
ガ
ら
賠
ガ
掴
ぷ
矢
切
の
渡
し

患
を
殺
し
て
身
を
寄
せ
な
ガ
ら

明
日
へ
漕
ぎ
だ
す
別
れ
で
す

い
つ
追
手
が
か
か
る
か
、

二
人

の
運
命
を
予
見
す
る
か

の
よ
う
に

悲
し
げ
に
聞
こ
え
る
砲

の
音
。

そ
れ
で
も
明
日
の

幸
せ
を
つ
か

も
う
と
、
危
険
を
お
か
し
て
村
を

す
て
た
の
で
し
ょ
う

。

江
戸
時
代
、
結
婚
は
家
と

家
と

の
結
び
つ
き
で
あ
り
、
上
下
の
身

分
関
係
に
が
ん
じ
が
ら

め
に
し
ば

り

つ
け
ら

れ
、
個
人
の
意
志
は
全

く
か
え
り
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

。

人
が
人
を
好
き
に
な
る
、
当

時

の
人
々
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん

。

し
か
し
、
押
さ
え
つ
け
れ
ば
押

さ
え
つ
け
る
ほ
ど
反
発
す
る
の
が

民
衆
で
あ
り
ま
す

。

正
面
切
っ
て

反
抗
す
れ
ば
、
お
百
し
と
り
入
牢

と
な
り
ま
す

。

そ
こ
で
頭
を
働
か

せ
た
の
で
す

。

本
や
芝
居
の
世
界

を
借
り
て
う

っ

ぷ
ん
を
は
ら

し
、

そ
の
中

の
物
語
を
わ

が
身
と
重
ね

合
せ
、
共
感

の
一棋
を
流
し
た

の
で

!
レ
ょ
、

7
。

そ
う
い

っ

た
当
時
の
民
衆
の
チ

エ
が
、
私
た
ち

の
心
の
底
に
伝
わ

っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

。

だ
か
ら

こ
そ

、

こ

の
演
歌
を
歌

う
人
も
聞
く

人
も

、

何
か
心
に
ひ

か
れ
る
も
の
が
あ

る

の
で
す
。

さ
て
、
話
は
平

成
の
現
在
に
も
ど

り
ま
す

。

憲
法
は
結
婚
の

自
由

を
保
障
し
て

い
ま
す

。

し
か
し
、

今
だ
に

若
い
男
女

が
幸
せ
に
生
き
ら
れ
な
い
現

実
が

あ
り
ま
す

。

こ

の
民
主
主
義
の
時
代
に
、
親

の
こ
こ
ろ
に
そ
む
い
て
ま
で
も
恋

に
生
き
た
い

二
人
が
、
あ
の
世
で

の
幸
せ
を
求
め
た
り
す
る
悲
し
い

出
来
事
が
絶
え
ま
せ
ん

。

相
思
相
愛

の
二
人
の
仲
を
さ
く

部
落
差
別
は

、

恥
ず
べ
き
社
会
悪

で
あ
り
ま
す

。

そ
ん
な
悲
し
い
出
来

事
は
演
歌

の
中
だ
け

に
と
ど
め
、
だ
れ
も
が

幸
せ
に
生
き

ら

れ
る
社
会
の
実
現

に
、
す

べ
て
の
人
々
が
取
り
組
み

ま

し

ょ
、
っ
。

第
二
回
生
き
生
き
講
座

日
時

八
月

二
十
二
日
閃

(畳
の
部
)
午
後

一
時
三
十
分
l

(
夜
の
部
)
午
後
八
時
1

※
畳
、
夜
間
同
じ
内
容
で
す

。

場
所

町
民
会
館

第

一
・

二
研
修
室

テ
l

マ
「

美
し

く

老
い
る
た
め
に
」

講
師

重
信
町
社
会
教
育
指
導
員

同
省

吾
先
生

本
好
き
の
あ
な
た

読
書
グ
ル
ー
プ
を

作
り
ま
せ
ん
か

ま
ず
、
五
人
以
上
の
会
員
を
つ

く
っ

て
下
さ
い
(
子
供
が
含
ま
れ

て
い
て
も
可
)

。

企
業
の
方
々
も
歓

迎
し
ま
す

。

入
会
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
に
は
、

五
十
冊
ま
で
の
図
書
を
配
本
し
ま

す
。

ま
た
、
お

一
人
に
つ
き

一
冊

の
新
刊
書
の
リ
ク

エ
ス
ト
が
出
来

ま
す

。

本
を
預
か
っ

て
項
く

方
を
決
め

申
し
込
ん
で
下
さ
い

。

お
申
し
込
み
は
、
図

書
館
X
は
、

町
民
会
館
ま
で

。

お
話
し
会
に
つ
い
て

図
書
館
で
は
、
第

二
・

四
土
曜

日
午
後
二
時
1

三
時
ま
で
二
階
お

話
し
コ
ー

ナ
ー

室
で
幼
児
を
対
象

に
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

を
開
催
し
て
い
ま
す

。
子
供
さ
ん

を
お
持
ち

の
お
母
さ
ん
方
は
是

非
、
ご
参
加
下
さ
い

。

@
只
今
、
お
話
し
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
メ
ン

バ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す

。

子
供
た
ち
に
夢
を
託
し
た
い
熱
意

の
あ
る
方
、
又
、

諮
り
に
つ
い
て

興
味
の
あ
る
方
は
参
加
し
て

み
ま

せ
ん
か
。



埋
蔵
文
化
財
の
保
護
に

つ
い
て

ー
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
で
、

土
木
工
事
等
を
行
な
う
際
の

届
出
に
つ
い
て
|

土
の
中
に
埋
も
れ
て
い
て
、
普

段
は
人
目
に
触
れ
な
い
け
れ
ど
、

何
か
の
拍
子
に
ひ
ょ
っ
こ
り
と
顔

を
出
す
の
が
埋
蔵
文
化
財
。

一
般
に
は
、
旧
石
器
時
代
か
ら

江
戸
時
代
ま
で
が
対
象
で
す
が
、

時
に
は
、
明
治
時
代
が
含
ま
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す

。

最
近
の
重
信
町
で
は
、
古
墳
期

か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
も
の
が
発

掘
さ
れ
た
北
野
遺
跡
、
古
墳
が
多

数
あ
っ

た
志
津
川
古
墳
群

。

そ
し

て
、
は
場
整
備
に
と
も
な
い
現
在

進
行
中
で
、
二
万
年
前
の
石
器
剥

片
が
見
つ
か
っ
た
拝
志
古
窯
群
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

文
化
財
は
、
私
達
の
祖
先
が
創

意
工
夫
を
こ
ら
し
な
が
ら
生
き
て

き
た
生
活
の
証
で
、
歴
史
や
文
化

を
理
解
す
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で

g 

き
な
い
貴
重
な
遺
産
で
す

。

新
し
い
文
化
の
創
造
、
そ

し
て
発
展
・
向
上
は
こ
れ

ら
文

化
遺
産
の
継
承
の
上

に
は
じ
め
て
な
さ
れ
る
も

の
で
、
国
際
化
社
会
・

生

涯
学
習
体
系
(
町
づ
く
り
)

の
基
礎
を
な
す
も
の
で
す
。

重
信
町
で
は
、
平
成
元

年
か
ら
文
部
省
の
定
め
る

事
項
に
よ
っ
て
文
化
庁
へ

文
書
に
よ
る
届
け
出
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

。

ま
た
、
包
蔵
地
外
で
あ

っ
て
も
遺
物
な
ど
が
出
て

き
た
と
き
は
、
文
化
財
保

護
法
に
よ
り
、
届
け
出
が

必
要
と
な
り
ま
す

。

役
場
各
課
へ
の

工
事
届
け

• 

下
図
包
蔵
地
内
の
と
き

• 

埋
蔵
文
化
財
確
認
願

(
教
育
委
員
会
歴
史
民

俗
資
料
館
内
・
埋
蔵
文

化
財
係
)

※
文
化
財
保
護
法
に
よ

り
八
十
日
前
に
届
け

出
を

宮
六
四
一
五

O
O

附

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ

〈
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
〉

O

フ
ォ
レ
ス
ト
・
ガ
ン
プ
/
ウ

ィ
ン
ス
ト
ン

・

グ
ル
l

ム
O

倉

敷
か
ら
来
た
女
/
西
村
京
太
郎

O

お
吉
の
茶
碗
/
平
岩
弓
技
O

三
毛
描
ホ
ー

ム
ズ
の
世
紀
末
/

赤
川
次
郎
O

朝
日
殺
人
事
件
/

内
田
康
夫
O

大
い
な
る
日
に

/

大
江
健
三
郎
O

ア
ク
シ
デ
ン
ト

山
-

m
/
ダ
ニ
エ
ル
・

ス
テ
ィ

ー
ル
O

菊
簸
/
宮
尾
登
美
子
。

八
代
将
軍
吉
宗
剛
/
ジ
エ
|
ム

ス
三
木

〈
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
〉

υ

快
復
す
る
家
族
/
大
江
健
三

郎
O

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
ガ
キ
の

使
い
や
あ
ら
へ
ん
で
グ

/
日
本

テ
レ
ビ
編
O

遺
書
/
松
本
人
志

O

日
本
一
短
い
「
家
族
」

へ
の

手
紙
/
福
井
県
丸
岡
町
O

知
の

論
理
/
小
林
康
夫
編
O

あ
い
ま

い
な
日
本
の
私
/
大
江
健
三
郎

O

日
本

一
心
の
こ
も

っ
た
恋
文

/
秋
田
県
二
ツ
井
町
O

続
「

超
」

整
理
法
・

時
間
編
/
野
口
悠
紀

雄
O

む
は
の
突
く
夜
は
お
そ
ろ

し
い

/

椎
名
誠

図
書
寄
贈
の
お
礼

(
6月
分
)

O

野
上
完
治
さ
ん
O

大
西
実
さ
ん

O

八
木
哲
男
さ
ん
C

中
野
ま
り
さ
ん

O

相
原
喜
美
子
さ
ん

O

柏
昭
和
さ
ん

O

神
山
朋
也
さ
ん

O

小
川
勉
さ
ん
C

別

府
頼
雄
さ
ん
O

阿
省
吾
さ
ん
O

高
市

則
秋
さ
ん
C

松
末
章
夫
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。
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問
い
合
わ

せ
、
申
し
込
み
先

保
健
婦
直
通
電
話

宮
六
回
l

四
一
七
O

ま
た
は

宮
六
四
l

二
O
O

一
問

内
線
一
二
一
一
・
コ
二
二

今年度まだ受けていない方は、ぜひ受けて下さい0

・対 象 結核検診: 18歳以上の住民

肺がん検診: 40歳以上の住民

(学校、職場、病院等で受診した方は

除きます。 )

無料

異常のない方には通知しません。

精密検査の必要な方のみ通知します。

- 料 金

・検診結果

前立腺がんってどんな病気?

・男性特有の病気で、近年増加傾向です。

・ 初期の頃はほとんど症状がなく、進行してくる

と排尿困難・頻尿などの症状がでてきます。

- 初期であれば治療により完治し、集団検診によ

る早期発見が可能です。

・検診日

平成7年10月 11 日 (7J<)

・検診場所

町民会館

・検診内容

問診・血液検査 ・ 直腸診

・料 金

200円

・対 象

55才以上の男性

・申し込み方法

保健婦まで直接電話で申し込んで下さい。

月 日 場 所 時 間

上林公民館 午前9:00~9 :10 

下林集会所 1/ 9: 30~9: 50 

9 月 12 日 決)
町民会館 11 叩 30~ 11:20 

南野田区倉庫前 午後 1 : 20~1 :30 

南吉井小体育館 1/ 2 : 00~2 : 30 

北吉井小体育館 1/ 3: 1O~4 : 00 

申し込み方法

1. 受診希望者は、保健婦まで直接申し込んで下

きし、 。

申し込みをされた方には、検診前に検査セッ

ト 等 を送付・します0

・対 象 40歳以上の住民

・受付時間 午前7時30分一 9時30分

※ 11月午前8時40分-10時

胃がん検診 500円

大腸がん検診 300円

2. 

月 日 場 所

8月 8 日 . 9 日 上林公民館

9月 14 日

9月 18 日 ~22 日 町民会館

11 月 14 日 ~16 日

金-料

「
お
と
し
よ
り

」
と
そ
の
家
族

を
対
象
に
、
心
と
身
体
の
個
別

健
康
相
談

時
間

午
後
二
時
i

四
時

場
所

役
場
保
健
婦
室

料
金

無
料

日
程

八
月
七
日
開・
二
十
八
日
間

九
月
四
日
間・
十
八
日
開

※
要
予
約

・

事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
(宮
六
四
l

四
一
七
O
)

対
象

病
気
等
で
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
方

時
間

午
後

一
時
三
十
分
1

三
時
三
十
分

町
民
会
館

無
料

八
月
ヒ
日
間・
二
十
五
日
幽

九
月
四
日
間・
二
十
二
日
幽

日料場
程金所



ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・B
C
G

接
種
の
ご
案
内
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ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
は
、

結
核
の
感
染
を
調
べ
る
検
査
で
す。

B
C
G

接
種
は
、
結
核
の
発
病

を
予
防
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
予

防
接
種
で
す
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
、
B

C
G

接
種
に
つ
い
て
、
予
防
接
種

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
よ
く
読
ま
れ
、

ご
理
解
の
上
お
越
し
下
さ
い
。

実
施
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す

。

場
所
町
民
会
館

持
参
晶
母

子
手
帳
・
予
防
接
種

手
帳
・
印
鑑

注
意
事
項

①
重
信
町
に
住
民
票
の
な
い
方
、

母
子
手
帳
の
提
示
の
な
い
方
は
予

防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

。

②
結
核
予
防
法
改
正
に
よ
り
、

B

C
G

予
防
接
種
と
同
様
、
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
検
査
に
も
予
診
票
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。
体
温
は
、

当
日
、
会
場
内
で
測
定
し
記
入
し

ま
す
。

※
四
才
未
満
の
方
に
は
、
予
防
接

種
手
帳
・
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
、
四
才
以
上
未
就
学
の
方
に

は
、
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

発
行
し
て
い
ま
す

。

お
持
ち
で
な

い
方
は
、
母
子
手
帳
を
ご
持
参
の

上
、
役
場
保
健
婦
室
ま
で
お
越
し

下
さ
い

。

団
• 

→|BCG接種|

\す|保健指導|
F易

ツベルク リン 反応検査

↓ 2 日後
| Yベルクリン反応検査判定

結↓
性 (0 -9 mm) 

l 内げ 1 ) ン反応検査情)
↓ 2 日後

| Yべルクリン反応検査判定
結↓
性 (0 -9 mm) 

性(l Omm以上)

果

性(lOmm以上)

果

I会

ド易

月 日 時間 項 目 M 象

8 月 30 日 ツベルクリン
平成6年6月 l 日~平成7年

(羽 反応検査
5月 30 日生まれの者及び4

歳未満の未検査者

ツベルクリン 8 月 30 日にツベルクリン

反応検査・判定 反応検査を受けた者
9 月 1 日

ーーーーーーーー'ーー ーーー・-- 神-_ .・骨ーー・ーーーーー---曲ーーー ー ー ー.ー ー ー

幽 ツベルクリン反応検査・

BCG接種 判定の結果、陰性の乳幼

午後21侍~ 児

2時30分 9 月 l 日のツベルクリン反応
9 月 6 日 ツベルクリン

検査の結果、陽性の乳幼児、
(羽 反応検査(再)

及び4歳未満の未検査者

ツベルクリン反 9月 6 日にツベルクリン反

応検査・判定(再) 応検査を受けた者
9 月 8 日

---ー ーーー ー 『 ー・ ・ ~ - -- -ーーーーーー-ーー -ー - - _-ーーーー ーーーーーーー

(t) ツベルクリン反応検査・

BCG後種 判定の結果、陰性の乳幼
ノl 日し

※対象が平成7年5月30日生まれまてeの方になりました。健康カレンダーは平成7年5月 31 日となっておりますが
ご了承下さい。

基
本
健
康
診w査
結
果
報
告
会

基
本
健
康
診
査
結
果
報
告
会
を

左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

健
診
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
ぜ

ひ
お
越
し
下
さ
い
。

都
合
で
報
告
会
に
参
加
で
き
な

い
場
合
は
、
後
日
、
結
果
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。

対
象

基
本
健
康
診
査
を
受
け

た
方

健
康
手
帳

ー
内p
b

持
参
品月 日 場 所 時 間 講演内容・講師

8月 10 日 南吉井小体育館 8月 10 日 ・ 28 日

「 ご存じですか、 8020J

8月 22 日 下林集会所
歯と歯ぐきの病気・予

防について

8月 28 日 北吉井小体育館 ①講演
(歯科衛生士)

9: 30-10: 10 8月 22 日・ 9 月 11 日 ・ 21 日

9月 7 日 町民 会館
(講師) 「膝・腰の痛みを柔げ、

るス トレ ッチ 」 実技

9月 11 日 南野田公民館
②個別指導 (理学療法士)

10:10-11:00 - 運動のできる服装で

9月 21 日 上林公民館
結果通知書の説明 お越し下さい。

(保健婦)
9月 7 日 ・ 10月 3 日 ・ 11 月 7 日

10 月 3 日 町民会館
「寝たきりにならない

ために」

11 月 7 日 町民会館
その原因と予防につい

て (医師)
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含
年
度
盆
婚
式
を

迎
-
え5
れ
z
uご
夫
婦
へ

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
金
婚
式
該
当
の
ご
夫
婦

は

昭
和
二
十
年
一
月
一
日
か
ら
昭

和
二
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

に
婚
姻
届
出
を
さ
れ
た
方

で
す
。

重
信
町
で
は
、
め
で
た
く
金
婚

式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
を
、
九

月
二
十
八
日
、
町
民
会
館
で
開
催

さ
れ
る
老
人
福
祉
大
全
(
式
典
・
記

念
行
事
)
に
ご
招
待
し
、
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

金
婚
式
該
当
の
ご
夫
婦
に
は
、

八
月
下
旬
に
福
祉
大
会
の
案
内
を

い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
出
席

下
さ
い

。

な
お
、
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
方
、
誤
り
が
あ
る
方
は
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

連
絡
先
役
場
福
祉
課

包
六
回
l

二
O
O

一
向

金
婚
式
該
当
ご
夫
婦
(
敬
称
略
)

〔
樋
口
〕

O

渡
部
都
代
一
・

美
代
子

O

佐
伯
通
俊
・
た
つ

〔
横
河
原
〕

O

中
奥
義
信
・
八
重
子

O

吉
川
啓
次
郎
・
悪

美
子

〔
志
津
川
〕

O

池
田
勇
太
郎

・

カ
ヅ
子

。

山
本
常
男
・
カ
ヲ
ル

O

清
水
卯
市
・
サ
ワ

子

O

冨
城
末
松

・
鶴
子

〔
田
窪
〕

o

松
田
次
郎
・
ヨ

シ
ヱ

〔
牛
測
〕

O

大
北
徳
治
郎

・

シ
ズ
子

O

葛
原
義
信

・

マ
ス
ヱ

O

相
原
龍

・
稔
子

O

由
井
八
郎
・
害
悪
美

O

松
本
精
・

薫

〔
南
野
田
〕

O

平
岡
楠
太
郎
・
ツ
タ
カ

〔
北
野
田
〕

O

岡
田
幸
・
シ
ナ
子

O

武
智
茂

・

孝
子

〔
上
林
〕

O

菅
能
芳

一

赤
十
字
巡
目
健
康
講
座

受
講
生
募
集

日
赤
重
信
町
分
区
で
は
、
五
月

に
行
っ
た
社
員
増
強
運
動
の
還
元

事
業
と
し
て
、
日
赤
愛
媛
県
支
部

・

松
山
赤
十
字
病
院
の
協
力
で
「
赤

十
字
巡
回
健
康
講
座
」
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
下

支
」
い
。

日
時九

月
七
日
附

午
後
一
時
l

四
時
三
十
分

場
所町

民
会
館
大
ホ
ー
ル

内
容講

演
(
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
実

際
に
救
援
活
動
に
当
た
ら

れ
た
看
護
婦
さ
ん
の
体
験

談
等
)

各
種
講
習

検
尿

・
血
液
測
定

そ
の
他
健
康
相
談

主
催日

本
赤
十
字
社
重
信
町
分
区

日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部

松
山
赤
十
字
病
院

愛
媛
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

重
信
町
役
場
福

祉
課

宮
六
四
ー

二
O
O

一
間

内
線
二
五
四

-
照
美

自
劃
車
事
故
対
策

包
シ
タ
l

ょ
。

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で

は
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
被
害
者

保
護
を
図
る
た
め
、
次
の
よ
う
な

事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

『

交
通
遺
児
等
へ
育
成
資
金
の

貸
付
」

自
動
車
事
故
で

二
家
の
働
き
手

が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
度
後
遺

障
害
で
生
活
に
お
困
り
の
家
庭
の

子
供
さ
ん
に
、
義
務
教
育
終
了
ま

で
育
成
資
金
が

無
利
子
で
借
り
ら

れ
ま
す
。

吋

重
度
後
遺
障
害
者
へ
介
護
料

の
支
給
』

自
動
車
事
故
に
よ
り
重
度
の
後

遺
障
害
が
残
り
、
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
方
に
介
護
料
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

〒
七
九
O

松
山
市
南
江

戸
一
丁
目
六
1

三

自
動
車
寸
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

愛
媛
支
所

宮
二
五
ー

O
七
O
八

氷
道
、
疋
よ

O

量
水
器
(
メ
ー
タ
ー
)
取
替
に

ご
協
力
を
/

町
営
水
道
で
使
用
し
て
い
ま
す

量
水
器
は
、
計
量
器
検
定
検
査
令

に
基
づ
き
八
年
ご
と
に
取
替
え
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

重
信
町
の
指
定
業
者
に
よ
っ
て

取
替
工
事
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

業
者
が
お
宅
へ
参
り
ま
し
た
際
は
、

ご
協
力
下
さ
い
。

な
お
、
お
留
守
の
場
合
で
も
取

替
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
下
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間

八
月
十
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で

「みん恕マっくちう安心め街」
夏の地域安全運動
(8月 1 日 ""'8月 31 日)

・災害の未然防止
・性犯罪の防止
・少年非行の防止
・水の事故防止



重信中学校
吹奏楽部納涼演奏会r横河原観月祭

J3 

8月 26 日出午後6時-10時

(悶天の場合、 翌27 日(日) )

場所 横河原河川敷広場

花火打ち上げ(予定) 第 l回目 午後7時40分

第2回目午後8時20分

(それぞれ約30分間で、計1500発用意)

時日

重信町の音楽祭として、夏の恒例行事となった、重信

中学校吹奏楽部のサマーコンサー 卜です。 お誘い合わ

せのうえ、ぜひ、ご来場下さし、。美 しい演奏をおとどけ

します。

日時 8月 19 日(土)

午後6時一8時 (5時開場)

場 所 重信中学校体育館2F

〈曲目 ) 0 日本情景- I夏」

0 フック卜 ・ オン '70 ヒットソングメドレー

0 サンキュ(ドリカム) 0 Mr. Children メドレー

無料

駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

電
気
の
安
全
使
用に

つ
い
て

コ
ー
ド
を
柱
な
ど
に

固
定
し
て
は
ダ
メ

コ
ー
ド

は
、
容
易
に

曲
げ
ら
れ

る
よ
う
に
、
非
常
に
細
い
銅
線
を

沢
山
よ
り
合
わ
せ
て
あ
り
、
そ
の

う
え
、
絶
緑
被
覆
も
薄
く
し
て
あ

り

ま
す

の
で
、
ス

テ

ッ
プ
ル
や
釘

で
柱
や
壁
に
固
定
す
る
と
、
銅
線

が
切
れ
た
り
、
絶
緑
被
覆
が
破
れ

て
漏
電
や
火
災
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

こ
の
た
め
コ

ー

ド
配
線
は
禁

止
さ
れ
て
お
り
ま
す

。

便
利
で
安
心
し
て
使
用
で
き
る

配
線
を
、
電
気
工
事
店
に
依
頼
し

宇
ナ
し
ょ
、
7
。

財
団
法
人

愛
媛
支
部

四
国
電
気
保
安
協
会

宮
四
三
|

三
七
五
三

ぷ主 10月 1 日は 6邑
弦 国勢調査 W

10月 1 日、 全国一斉に5年に l度の国勢調査

が行われます。 日本に住んでいるすべて

の人が対象です。 9月下旬から調査員がお

伺いしますので、ご協力をお願いします。

総務斤統計局・愛媛県・重信町

夜
間
再
配
達
サ
ー
ビ
ス

開
始
郵
便
局

郵
政
省
四
国
郵
政
局
は
、
畳
間

ご
不
在
の
た
め
お
届
け
で
き
な
か

っ

た
小
包
を
概
ね
午
後
五
時
以
降

も
う
一
度
配
達
す
る
サ
ー
ビ

ス
を

六
月
十
二
日
聞
か
ら
、
四
国
管
内

の
す
べ
て
の
集
配
郵
便
局
で
実
施

し
て
い
ま
す

。

ま
た
、
不
在
が
ち
の
方
に
は
次

の
よ
う
な
サ

ー
ビ

ス
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
郵
便
局
へ
お
申
し
出
下

叉
」
い
。

。
指
定
場
所
配
達

・
・
・
あ
ら
か
じ
め

指
定
い
た
だ
い
た
場
所
(
車
庫
・
倉

庫
等
)
に
配
達
い
た
し
ま
す
。

。
代
人
配
達
・
お
隣
り
の
方
、
お

向
か
い
の
方
等
、
事
前
に
お
申
し

出
い
た
だ
い
た
代
人
の
方
に
配
達

い
た
し
ま
す
。

。
勤
務
先
転
送
・
・・
勤
務
先
に
転
送

い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

重
信
郵
便
局

宮
六
四
l

二
三
九
八

V
A
ノ
口
ロ

コ
ヲ
.

、

口
口

M
m
V〈
ゅ
-一A守
口
口

E
/
t

憶
〈

口
口
?

喧
，
.
園
町

京
〉
k

時
ム
・
守
ムh
f

j
d

ヵ
匂
'
す
帆
ム
ムq

包
区
番
J
3
t
h
'

ー

の
地
局
』
'
日
香
川
町
村
ド

年
山
内
れ
恐

M
は
M

Aフ
松
市
伺
副
に
市
山
馴
州
制

愛
媛
県
警
察
官

婦
人
嘗
察
官
募
集

受
験
資
格

昭
和
四
十
三
年
四
月

一
一
日
か
ら
昭
和
五
十
三
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

。

(
四

年
制
大
学
を
卒
業
し
た
者
又
は

卒
業
見
込
み
の
者
を
除
く
)

受
付
期
間

八
月
中
旬
i

九
月
上
旬

詳
し
く
は

最
寄
り
の
警
察
署

・
交
番
・
駐
在
所

警
察
本
部
警
務
課
人
事
係

宮
四

一
ー

O

一
一
一

ド
ラ
マ
に
は
な
い
ド
ラ
マ
が
あ
る
y

愛
媛
県
嘗
察
本
部

9月は障害者雇用促進月間です

「陣害者活かす雇用に
ひろがる未来」

お問い合わせは

ハローワーク松山 fi32-1010

また役場窓口に求人情報誌をおいています
のでご利用下さい。
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女
性
会
議

「
今
年
度
も
が
ん
ば
り
ま
す
」

「
重
信
町
女
性
会
議
」
平
成
七
年

度
第
一
回
理
事
会
が
六
月
二
十
三

日
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

O
女
性
会
識
の
性
格

重
信
町
内
に
あ
る
十
三
の
女
性

団
体
が
加
盟
し
、
男
女
共
同
参
画

時
代
の
女
性
の
活
動
や
資
質
の
向

上
に
対
す
る
研
修
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
う
連
絡
協
議
的
な
団
体
で

す
。

O
今
年
度
活
動
内
容

川
加
盟
国
体
聞
の
連
絡
調
整

ω
主
催
事
業
の
実
施

-
独
居
老
人

・

寝
た
き
り
老
人
慰

問
訪
問
(
敬
老
の
日
)

-

重
信
町
女
性
研
修
会
(
八
年
二

月
予
定
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
)

・

女
性
会
議
設
立
記
念
事
業

O
平
成
七
年
度
役
員

議
長
増
田
康
子
(
と
む
し
ぴ
母税
ク
ラ
ブ
)

副
議
長
藤
岡
惰
子
(
町
婦
人
会
)

副
議
長
中
野
ま
り
(
殺
と
子
の
良
い

映
画
を
観
る
会
)

福
積
清
美
(
女
性
塾
)

事
務
局
長

ご
あ
い
さ
つ

「

重
信
町
女
性
会
議
」
は
、
男
女

共
同
参
画
時
代
に
お
け
る
女
性
団

体
の
活
動
の
拠
点
と
し
て
昨
年
七

月
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
発
足
わ
ず
か
二
年
の
赤

ん
坊
で
す
。
町
民
の
皆
様
の
ご
指

導
を
心
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。

(
議
長
増
田
康
子
)

中
央
レ
一
存l
ス
学
級

健康講座開催

を
講
師
に
迎
え
、
「
成
人
病
と
食
生

活
に
つ
い
て
」

の
健
康
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。

話
の
始
め
に
、
「

昨
日
食
べ
た
物

を
朝
・
円
笠
・
夕
食
に
分
け
て
書
い

て
み
て
下
さ
い

。

」
と
言
わ
れ
、
そ

の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
食
べ
物
の
カ

ロ
リ
ー
計
算
の
仕
方
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
一
日
の
食
べ
物

の
過
不
足
が
一
目
瞭
然
で
わ
か
り
、

自
分
自
身
納
得
で
き
ま
し
た
。

同
月
二
十
九
日
に
は
、
川
内
町

の
新
ら
く
れ
ん
工
場
を
見
学
し
ま

l
)
h
~
。

渡
辺
工
場
長
さ
ん
よ
り
お
話
を

聞
き
、
食
べ
物
や
飲
み
物
の
製
造

だ
け
に
衛
生
管
理
、
品
質
管
理
が

徹
底
し
て
い
る
な
あ
と
感
心
も
し
、

ま
た
、
安
心
も
し
ま
し
た

。
工
場

内
を
見
学
し
、
従
業
員
が
少
な
い

こ
と
に
重
ね
て
驚
き
ま
し
た
。

塾

新らくれん工場見学

女
性

i

今
年
度
の
活
動
と

「
町
長
を
囲
む
会
」
1

高
齢
化
や
国
際
化
、
少
子
時
代

と
社
会
は
多
様
に
変
化
し
て
ゆ
く

中
で
、
私
た
ち
は
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
四
月
二
十
四

日
総
会
を
開
催
、
平
成
七
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
年
は
昨
年
の
活
動
に
基
づ
い

て
一
歩
前
進
、
具
体
的
に
実
践
を

取
り
入
れ
な
が
ら
活
動
す
る
方
針

を
と
り
、
塾
生
が
協
議
を
重
ね
て

次
の
よ
う
に
企
画
立
案
し
ま
し
た

。

一
、
福
祉
で
は
、
来
年
完
成
予
定

の
特
別
老
人
ホ
ー
ム

の
施
設
内
容

と
、
町
民
サ
イ
ド
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る

。

一
、
環
境
問
題
で
は
、
二
年
後
完

成
予
定
の
新
焼
却
炉
に
応
じ
た
ゴ

ミ
分
別
収
集
方
法
や
、
環
境
汚
染

に
つ
い
て
調
査
研
究
。
文
化
祭
に

フ
リ
l

マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
。

一
、
文
化
面
で
は
先
進
地
視
察
研

修
、
文
化
講
演
会
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
参
加
、
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

。

以
上
の
計
画
に
基
づ
き
、
実
践

活
動
の
第
一
歩
と
し
て
役
場
前
の

花
壇
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た

。

六
月
十
五
日
に
は
、
「
町
長
を
囲

む
座
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

大
変
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
ご
出
席

い
た
だ
き
、
来
る
二
千
五
年
に
は

六
十
五
歳
以
上
の
人
口
が
二
十
五

%
、
世
界
初
の
超
高
齢
化
社
会
を

迎
え
る
こ
と
、
福
祉
は
地
方
分
権

政
策
な
の
で
、
地
方
の
ニ

l

ズ
に

合
っ
た
町
政
を
行
っ
て
い
き
た
い

こ
と
な
ど
、
移
り
行

く

町
政
の
抱

負
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
塾
生
の
質
問
と
し
て
、

特
老
重
信
園

・

新
焼
却
炉
の
施
設

内
容
、
一
二
ヶ
村
泉
、
下
林
地
区
の

浄
化
槽
、
更
に
は
友
好

町
、
郷
土

館
、
美
術
館
な
ど
、
塾
生
の
情
熱

的
な
町
づ
く
り
構
想
の
質
問
に
、

終
始
丁
寧
に
ご
解
答
を
い
た
だ
き

大
変
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。

本
年
も
社
会
に
即
応
し
た
活
動

を
続
け
て
ゆ
き
た
い
と
、
全
塾
生

大
い
に
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

(
女
性
塾
塾
長
和
田
紀
久
恵
)
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町
内
の
保
育
所
・

幼
稚
園
で
は

老
人
と
の
交
流
事
業
と
し
て
い
ろ

い
ろ
な
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

E
-

核
家
族
が
進
む
最
近
で
は
、
お
山
叩

年
寄
り
と
触
れ
合
う
こ
と
も
少
な
団
内

く
な
り
、
こ
う
い
っ
た
機
会
を
幼
河
川
町

児
に
与
え
る
こ
と
は
と
て
も
大
切開
凶

き
」
と
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

の

重
信
幼
稚
園
で
は
、
カ
レ
l

パ

と

|

テ
ィ
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
慣
れ
門
d

な
い
手
つ
き
で
包
丁
を
握
る
園
児
留

を
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

宮
申

ん
が
や
さ
し
く
手
助
け
。

-

南
吉
井
第
二
保
育
所
・

拝
志
保

一
己

育
所
・
北
吉
井
幼
稚
園
の
園
児
は
、
冒
郡

上
林
の
水
の
元
ロ

ッ
ジ
で
そ
う
め

配
晶

ん
流
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。
(
表
紙
目
圃

写
真
は
拝
志
保
育
所
)

七
月
十
日
、
拝
志
保
育
所

で
プ
ー
ル
聞
き
が
行
わ
れ
ま

a
-
4

1
)
ん
』
。

崎
十
り
し
も
梅
雨
明
け
と

ソ

な
っ
た
こ
の
日
は
、
雲
一
つ

」

な
い
上
天
気
で
暑
い
一
日
と

ブ
な
り
ま
し
た
。

江

間
で
延
期
さ
れ
て
い
た
だ

与
』
け
に
、
こ
の
日
を
待
ち
望
ん

コ
で
い
た
園
児
達
は
、
気
持
ち

ち

良
さ
そ
う
に
水
遊
ぴ
を
楽
し

待
ん
で
い
ま
し
た
。

h
vニ
う
や
っ
て
持
つ
ん
だ
よ

(
重
信
幼
稚
園
)

牛測 V2
7/16 成人ソフトボール開催

第
二
十
六
回
重
信
町
成
人
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
七
月
十
六
日

重
中
野
球
場
ほ
か
三
会
場
で
、
行

わ
れ
ま
し
た
。

上
住
の
成
績
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

東
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
北
野
田

準
優
勝
南
野
田

第
三
住
上
村

・

播
磨
古

西
ブ
ロ

ッ
ク

優
勝
牛
淵

準
優
勝
樋
口

第
三
住
上
林

・
西
岡

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

お
い
し
い
ね

(
北
吉
井
幼
稚
園
)

4
可

おいしいから

いっぱいたべられるよ
(南吉井第二保育所)
v 

企北野田

兵
庫
県
か
ら
転
居
さ
れ
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災

被
災
者
の
皆
さ
ま
へ

被
災
地
で
は
、
す
で
に
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
全
面
復
旧
し
、
J
R

各

線
も
東
西
に
全
通
す
る
な
ど
活
気

を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。
被
災
し

県
外
へ
と
転
居
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

な
か
に
は
情
報
入
手
が
ま
ま
な
ら

ず
、
不
安
な
生
活
を
送
ら
れ
て
い

る
方
々
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

震
災
関
連
情
報
に
つ
い
て
は

、

次
の
窓
口
で
提
供
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

-兵庫県政の震災情報
兵庫県広報課ft078-362-30 17 
・震災時の住所地市町の震災情報
{ファックスサーヒ.スで情報を提供]

b神戸市=FAX 0 7 8 -3 6 0 -0 2 0 0 
(ファックスの受話器をとっておかけください)

尼崎市、明石市、西宮市、芦屋市、伊丹市、宝塚市、
三木市、川西市、淡路島内の市町では、お申 し出いた

だいた方に広報紙を郵送しています。
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戸
籍
の
窓

七
月
十
日
ま
で
の
届
出
分

お

誕
生
お
め
で
と
う
/

志牛北西北回北志志 住
i章 聖T 野 野 i掌 i掌
川湖l 田岡田 窪 田川川 所

田近今宮宮和田室久
保頭藤井本崎泉村津{呆
護裕和輝光豊祐秀栄江

之広明枚一二幸裕隆 者

愛f 志志、 Lげf悠$ I~ ?~ ;~ 弥 3屯& 代 出
生荊j " 穏!日史 L樹き佳b や夏2・ f ょ
!足

6 6 6 6 6 6 6 6 6 生
年月

15 14 11 10 9 8 5 4 2 日
」 ー

時間 | 場所
1 公立幼・小・中学校2学期始業式
1 (鉛|

|ツベルク 1) /'戻:JJiS判這;旨と引委種 -jï4:ÒÒ二 i4 :3Ôj 自「戻一一全一一詰
2 (土) 1

名事行日(躍)

成人バレーボール大会
3 (日) 1

当番医中川外科・内科 松山市南梅本町合76-7811

おとしより健康相談室(要予約) 1 14 : 00-16:001役場保健婦室
4 (月II ーー ーー ー ーー 一一 一 一一ーー一一一一 一一一一一 -r __'~~~--:~~~~I

リハビリ 教室 1 13 ・ 30-15:301町民会館・
5ω t 

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

回北牛志志田 住
野 津 j掌

窪田決1) 川川 窪 所

北関水 八古 {中 {呆
川 理口木 川下 護
芳恵英 勝 幸 者史 子 葱大聡男

彩3開?友?塁ま さ 出
夏か大店寛1里 " 慧 金三

!尼

7 6 6 6 6 6 生
年月

2 27 27 22 20 16 日

樋下南横上上 上牛 北 志 樋北 住
野 j可 野 i孝 野

口林田原林林村決1) 田川口回 所

キ中サ 和西小森菅音崎八吉中西
氏主之村野 野草ウ 上塚川島川ミ ミイ 7 

サツト 福大チ 名子吉子 ヱ梢 清 ョ校助増ヱ勤

65 78 76 92 87 69 96 82 65 81 98 84 
年
令

7 7 7 7 6 6 6 6 6 6 6 6 亨E
てご
。コ

9 6 5 3 30 25 22 22 22 19 12 9 日

9:30-11 :00 I Ißr 民会館

人権講座③ 119:30- 1 町民会館
8 働|一一一一ーーー一一 一一一一一一一一一 一 一一一ー一一 一一一一一 E~~~~- - :~ : : : j

Yベルクリン反応判定 ・ BCG核種(再) 1 1 4 :00-14:301 町 民会館

9 (土j

|不燃物回収 H
1 0旧)f

l 当番医 渡部内科 松山市南梅本町 ft75-2232

E 健診結果報告会 1 _ _ _ _ _ _ _ 1 

11伺)j'::~-， ' :~'~: '::'::^-~ , 1 9: 30 -11 : 00 1 南野田公民館
| (基本健診受診者) 1 v.v  ...1 

山刈|福寺芳一空 ー ー一一 j ~ ?:?9三 l 町 民全坦
結核・肺がん検診(詳しくは P 10をご覧下さい)

11才6 ヵ月児健康診査
13(羽|

|(H 6年l 月 ・ 2 月生まれの者)

心配ご と相談所

健康づくり料理講習会(カルシウム食 ) 1 10:00-12:301 北野田公民館

6 附|ツベルクリン反応検査(-1'写) 1- __ __1 
1 1 4 ・ 00 -14:30 1 町 民会館

(9月 !日 ツベル:7 ')ン反応判定の結果、陽性者) 1.' V V .'.1 
健診結果報告会

7 附 l
(基本健診受診者)

13:30- 1 4:30 1 岡 ] 民会館

13 :00-15 : 00 1 役場2階第 l全議室

14{ね |胃がん ・大腸がん検診

(40才以上の住民)
7:30-9:30 1 町 民会館

祝日のためごみ収集休みます。 19 日(火)に 出して下さい。
15(i') ト ーーー

当番医友愛内科・小児科 松山市水泥町 ft76-6262

16 土) 1 自然探訪スクール⑧ 119:30- 1 町 民会館
自然探訪スクール⑨実技

17(日)1:;: ー
当番医西野内科クリニ ッ ク 重信町牛泌IJ ft64ー 2200

おとしより健康相談室 (要予約) 1 4 ・ 00- 16 :00 1 役場保健婦室

決断やカーこぺ￠
7 ・ 30- 9 ・ 30 1 町民会館

l 礼児健康診査
20附|

|( H6年 11 月 . H 7年2 月 ・ 5 丹生まれの者)

|健診結果報告会
2 1附|

1 (基本健診受診者)

13:30-14:30 1 町 民会館

18伺)1 宵がん ・大腸がん検診

(40才以上の住民) (22 日まで)

19(刈

9:30-11 :00 1 上林公民館

リハビリ教室 1 1 3:30-15: 30 1 町民 会館
22幽卜一 一 一 一ー 一一一 一一一一 - C:~~--:~:~~ 1

下駄ばき楽習② 119:30- 1 町民会館
祝日のためごみ収集休みます。 27 日闘に出して下さ い。

23出~ ~/_l._~ ーーーー ー- -
当番医藤石病院 重信町志津川公64ー 1234

24(日)1 当番医山本内科 川内町北方 ft66ー 2066

l 不燃物回収日
25(月) 1

' 健康相談 (27 日まで)各地区

26(刈 | 福寿大学 町民会館

13:00-15 :001 役場2階第l全議室

9:00-11:30 
|田] 民会館

13:00-15:00 

27(羽

心配ご と相談戸庁

28(ね | 基本健康診査

(40才以上の住民)

13:30-

29(斜

30(土)

印刷四国電話印刷側

問い合わせ先

⑨791-02 重信町大字志津川 972番池 宮 (0899)64-2001 (代表)

,..' -

企画商工課編集愛媛県温泉郡重信町発行
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